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◎ 議案補充説明 

議案第９１号「令和６年度三重県一般会計補正予算（第１号）」（関係分） 

 

（単位：千円） 

区     分 補正前の額 補 正 額 補正後の予算額 

  土 木 費 84,056,614 43,887 84,100,501 

  災害復旧費 6,639,581  ―  6,639,581 

一 般 会 計 90,696,195 43,887 90,740,082 

【補正内容】 

１．県営都市公園防災機能強化事業（県庁前公園の防災機能強化） ６，９３０千円 

   整備スケジュール  令和６年度   地質調査・詳細設計 

             令和７～８年度 工事 

   整備内容      マンホールトイレ（５基）、資材倉庫、水源（防災井戸、貯水槽） 

             照明（太陽光タイプ）、かまどベンチ、案内板 

 

 

２．木造住宅耐震対策促進事業（耐震補強工事の補助金額上限引き上げ等） 

３６，９５７千円 

    （単位：千円） 

 補 正 内 容 補正前の額 補 正 額 補正後の予算額 

１ 
木造住宅耐震診断見込件数の増 

(1,957件 → 3,200件) 
23,093 14,667 37,760 

２ - 

１ 

木造住宅耐震補強設計にかかる補助率の拡充 

（県1/3・市町1/3 → 県1/2・市町1/2） 
5,220 2,250 7,470 

２ - 

２ 

精密診断法による木造住宅耐震補強設計にかかる

補助上限の上乗せ 

（県1/2・市町1/2  各８万円を上限に上乗せ） 

―  6,640 6,640 

３ 
木造住宅耐震補強工事にかかる補助上限の上乗せ 

（県25万円・市町25万円 → 県50万円・市町50万円） 
18,100 13,400 31,500 

 計 46,413 36,957 83,370 
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（１）耐震診断 14,667千円（補正前23,093千円 → 補正後37,760千円） 

 補正内容：木造住宅耐震診断見込件数の増 1,957件→3,200件 

＜制度の概要＞ 

 

 

 

 

 

（２－１）耐震補強設計 ２，２５０千円（補正前５，２２０千円 → 補正後7,470千円） 

   補正内容：①木造住宅耐震補強設計見込件数の増 ５８件→８３件 

②木造住宅耐震補強設計にかかる補助率の拡充 

             （現  行）最大 県１/3・市町１/３ （個人等1/3） 

→（補正後）最大 県1/２・市町１/２  

  ＜制度の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（２－２）精密診断法による耐震補強設計 ６，６４０千円（補正前０ → 補正後６,６４0千円） 

   補正内容：精密診断法による木造住宅耐震補強設計にかかる補助上限の上乗せ 

    （現 行）上乗せなし → （補正後）県1/２・市町１/２ 各８万円を上限に上乗せ ８３件 

※精密診断法：目視中心の一般診断と異なり、必要に応じ、壁や天井を剥がし、内部構造を確認する詳細

な診断。より詳細な診断情報に基づき、補強設計を行うことで、その後の補強工事の費用低減が期待さ

れる。 

＜制度の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

補助上乗せ 

16 万円（上限） 

市町 
1/2 

県 
1/2 

補助金額１８万円（上限） 

市町 
1/2 

県 
1/2 

市町 
1/2      

県 
1/2 

補助金額 18万円（上限） 

・診断費用 47,200 円 

・自己負担なし 

国 
1/2 

２３，６００円 

市町 
1/4 

県 
1/4 

市町 
1/2  

３万円 

県 
1/2 

補助金額 18万円（上限） 

市町 
1/3     1/3 

県 
1/3 

補助金額 14万円 

（一般的な耐震補強設計を行った場合） 

・設計費用は 30 万円程度、自己負担は 12 万円程度 

（精密診断法による耐震補強設計を行った場合） 

・設計費用 34万円のとき、自己負担０ 

・補助金額 34万円（上限）を超える金額は自己負担 

・補助対象経費の 2/3（県 1/3・市町 1/3）を補助 

・県補助上限９万円 

・設計費 21 万円の場合、自己負担は 7万円 

・補助対象経費の全額（県 1/2・市町 1/2）を補助・県補助上限９万円 

・補助金額 18万円（上限）を超える金額は自己負担 

・設計費 21 万円の場合、自己負担は 3万円 
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（３）耐震補強工事 １３，４００千円（補正前１８，１００千円 → 補正後３１，５００千円） 

  補正内容：①木造住宅耐震補強工事見込件数の増 ４２件→４５件 

②木造住宅耐震補強工事にかかる補助上限の上乗せ 

             （現  行）上限 県25万円、市町２５万円 

 → （補正後）上限 県５０万円、市町５０万円 

 

＜制度の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

  

国 
1/3 

50 万円 170 万円 
 

補助金額１5０万円（上限） 

県 
1/3 

50 万円 

市町 
1/3 

50 万円 

国 
1/2 

50 万円 

市町 
1/4 

220 万円 
 

県 
1/4 

補助金額１００万円（上限） 

・県補助上限 25万円 

・工事費 320 万円（R4 年度中央値）の場合、自己負担は 220万円 

・県補助上限 50万円 

・工事費 320 万円の場合、自己負担は 170 万円 
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